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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成29年9月7日(2017.9.7)

【公表番号】特表2013-542160(P2013-542160A)
【公表日】平成25年11月21日(2013.11.21)
【年通号数】公開・登録公報2013-063
【出願番号】特願2013-528514(P2013-528514)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｇ  23/047    (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ   2/04     (2006.01)
   Ｃ０１Ｇ  23/053    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｇ   23/047    　　　　
   Ｂ０１Ｊ    2/04     　　　　
   Ｃ０１Ｇ   23/053    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年7月25日(2017.7.25)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも９９．０重量％のＴｉＯ2含有量を有し、かつ
　－６０～３５０μｍの範囲の粒子サイズｄ50

　－最大１２０μｍの範囲の狭い粒度分布（Ｂ９０／１０）
　－１～３０ｎｍの範囲の細孔直径
　－少なくとも０．１ｃｍ3／ｇの細孔容積
　－３０～３００ｍ2／ｇ（ＢＥＴ）の表面積
を有する、粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセスであって、
　少なくとも２５０ｍ2／ｇの表面積を有する二酸化チタンを１～５０重量％含有する水
性懸濁液を、噴霧塔に導入するステップ；
　ここで、独立して分離された／独立した、即ち「隣接する滴」と接触しない、前記懸濁
液の滴が、７００～１２００μｍのサイズで前記噴霧塔に導入されて乾燥されるように、
前記懸濁液の運搬速度、ノズル形状、噴霧ドライヤの温度及び空気速度を選択し、そして
、
　ここで使用する、前記少なくとも２５０ｍ2／ｇの表面積を有する二酸化チタンは、１
０ＯＨ基／ｎｍ2超の多数の遊離ヒドロキシル基を、懸濁粒子の表面に有する、
　および、得られたＴｉＯ2噴霧粒をか焼するステップ；を含む、
粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項２】
　粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンが６０～２５０μｍの範囲の粒子サイズｄ50を有
する、請求項１に記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項３】
　粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンが６０～１５０μｍの範囲の粒子サイズｄ50を有
する、請求項１に記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項４】
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　粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンが８０～１２０μｍの範囲の粒子サイズｄ50を有
する、請求項１に記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項５】
　粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンが１～２０ｎｍの範囲の細孔直径を有する、請求
項１～４のいずれかに記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項６】
　粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンが４～２０ｎｍの範囲の細孔直径を有する、請求
項１～４のいずれかに記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項７】
　前記噴霧ドライヤは、噴水状の構成で動作する、請求項１～６のいずれかに記載の粒子
の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【請求項８】
　ここで使用する、前記少なくとも２５０ｍ2／ｇの表面積を有する二酸化チタンは、２
０ＯＨ基／ｎｍ2超の多数の遊離ヒドロキシル基を、懸濁粒子の表面に有する、請求項１
～７のいずれかに記載の粒子の形態の多孔性球形二酸化チタンの製造プロセス。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　ＨＴ処理（ＨＴ１及びＨＴ２）の後にそれぞれ得られた懸濁液を、沈降後の水性上澄液
に基づいて視覚的に評価した。両者の場合において、粒子の非常に速やかな沈降の後、透
き通った、最も上質の、粒子を含まない上澄液が見られた。通常は、まさに最小限の微粒
子成分によってさえ乳濁した上澄液がもたらされるので、これらの研究は、本発明による
材料が、極めて厳しい水熱条件下で、水性及びプロトン性媒体中において化学的及び物理
的に安定であることを証明している。これらの特性のおかげで、本発明による材料は粒子
の破損又は表面の再水和の傾向を有さないため、多相系における担体材料として極めて適
切である。従って、これによって粒子の塊の形成が防止され、粒子の送達の流れが影響さ
れないままとなる。
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